
 

 

 

 

 

5年生・総合的な学習の時間 

「福祉実践教室」1２月９日（月） 
 ５年生が岡崎市社会福祉協議会に御協力いただい

て福祉実践教室を行いました。視覚や肢体に障がい

のある方にもお越しいただいて、お話をお聞きする

とともに、車椅子

の操作や介助を体

験したり、点字を

打ってそれを読んでもらったりしました。 

 障がいのある方の不自由さに加えて、支える人の苦労を

体験した子供たちが、他者や身の周りに向けるまなざしが

どのように成長していくかを見守りたいと思います。 

 

６年生・総合的な学習の時間 

「薬物乱用防止教室」１２月１０日（火） 

 ６年生が、薬物乱用防止教室を実施しました。岡崎

警察署を通して愛知県警察本部に申し込み、薬物乱用

防止広報車も派遣していただいたものです。聞くとこ

ろによると、申し込む小中学校が多く、岡崎ではこの

２年間で実施できるのは本校だけだそうです。 

岡崎警察署生活安全課少年係から武田様と大場様に、

県警察本部少年課から相木様に御来校いただきました。５

時間目に「薬物乱用の恐ろしさ」を御講演いただき、６時

間目に小中学生が薬物に手を染め、大変なことになってし

まう様を描いたＤＶＤを視聴し、広報車を見学しました。 

「薬物は０か１。興味をもってはいけない」「薬物乱用

は、違法薬物の摂取だけでなく、認められた医薬品等で

も誤った用法や容量の摂取も該当する。エナジードリ

ンクのとり過ぎにも気を付けてほしい」とお話しいた

だきました。子供たちは、 

「どんな仲の良い友達から誘われても絶対に断る」 

「他の人にも迷惑をかけることが分かった」 

「表面的にしか知らなかった。脳が溶けたり怖いこと   

が起こるので絶対にやらない」 

などの決意をもちました。 

２年生・生活科 １２月１１日（水） 

「町探検のまとめ～ipadの活用～」 
 地域と保護者の皆様に御理解と御支援をいただき実

施することのできた「町探検」のまとめがすすんでい

ます。職員の研修会で勉強した「keynote」をもちいて

子供たちがまとめ、大型ＴＶに映して発表し合うこと

を計画しています。この日、学年主任の青山先生が六

中小についてまとめたものを提示しました。子供たち

の意欲がどんなまとめにつながるか楽しみです。 
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ＤＶＤ 身近にも危険がありえる 

講演 挙手で積極的に参加する 

広報車 恐ろしい実態を目にする 



年の瀬に日本の文化や風習を学ぶ 

・書初めの練習 
平安時代の宮中における『吉書初め（きっしょぞ

め）』を起源として、「書が上達しますように」との

願いをこめて、事始めであるお正月２日に１年間の目

標や抱負などを書く「書初め」にならい、本校でも１

月８日（水）に校内書初め大会を予定しています。そ

のための練習がそれぞれの学級で始まっています。子

供たちの元気な声があふれる学校や教室も素晴らしい

ものですが、このときは書に専心する静寂が教室を包みます。 

・門松作り（環境委員会）12月9日（月） 

 木のこずえに神が宿ると考え、年神を家に迎え入れるた

めの依り代（よりしろ）とされてきた門松を、環境委員会

が作りました。 

 外国語活動や社会科で世界の文化や習慣を学ぶ子供たち

ですが、自分たちの国や地域への理解や愛着があればこ

そ、他を理解したり尊重したりすることもできるのではな

いでしょうか。こうして、機をとらえて日本や郷土につい

て学ぶ機会を大切にしたいと考えます。 

 

第2回学校評議員会 1２月６日(金)   
 第２回の学校評議委員会を開催しました。め

ざす子供像である 

「べんきょうが だいすきな子」 

「うんどうが   だいすきな子」 

「ちゅうぶが  だいすきな子」 

のそれぞれの子供の姿を実現するためのこれま

での取り組みと成果を説明しました。 

特に、来年度からの本格実施を前にすでに始

めている「外国語活動（英語）」について６年

１組の授業を御参観いただきました。評議員の皆様からは 

・和やかな雰囲気の授業で、自分を伸び伸びと表現する子供の姿がよい。 

・地域との関わりが大切にされており、学校に足を運びやすく、ＰＴＡとともに学校を盛り

上げたい。 

・外国の人を身近に感じている子供の姿に社会に出ていくたくましさが育つように感じた。 

・ネイティブ（ある言語【今回は英語】を母語として話す人）の英語は聞き取れないことも

あるが、ポイントを押さえればよいことも勉強する機会としてほしい。 

・便利が当たり前の時代だからこそ、小さな喜びを感じ取れる子供を育ててほしい。 

など、一定の評価に加えて御意見や御指導をいただきました。これらを参考に、よりよい学

校経営を目指します。 

 

筆先に緊張がみなぎる（５組） 

赤い羽根共同募金 
〇さまざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を支援し、 

市民のやさしさや思いやりを届ける運動 

〇本校では、６年生が中心となって以下のように運動します。 

・１３日（金）給食の時間に６年生の代表委員が説明し赤い羽根 

を配付 

・１２月１６日（月）～２０日（金）６年生が各教室と職員室で 

協力の呼びかけ 

〇御理解と御協力をお願いいたします。 

ALT とも気軽に話す子供たち 


